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し」と比較したところ、同じ文脈で同一人が主体の場合は「はづかが「つつま 」の原因となっており、「はづかし」 主体の状態や弱み、自責の念に基づく感情であるのに対して つつま は が相手世間を慮って自らの言動を規制する感情で、その結果ど ふるまうかに焦点があり、「はづかし」が精神性を表すのに対して、「つつまし」は言動の実行を含有しており、行為性を表すと述べ 。源氏物語では「つつむ」六四例、「つつま 一三九例と「つつまし」が二倍以上用いら
 
































































































                                 
（新古今・恋三・一一七九・赤染衛門）
 





















                                       
（拾遺・恋二・七六四 実方）
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 （平中物語二四段・四九三）
 











































































                     （蜻蛉日記中・二五〇）
 
















つみはべりつるになむ。ついでなくてとさへ思ひたまへし 司召見たまへしになむ、この助の君のかうおはしませば、参りはべらむこと、人見咎むまじう思ひたまふるに」など いとあるべ しう書きて、
                                   




















































                                           
   （和泉式部日記六四）
 














































                                            
 （落窪物語・一・七五）
 












継母は女君を劣悪な環境に住ま せ、呼称も姫君待遇の「御方」「 達」とは呼ばせない。女房扱いをしたいのだが、夫の中納言がどう思うかと「つつみたまひて」「落窪の君」と呼ぶよう要請し 女房たち 従ったという。夫の意向を顧慮して「君」を付け 呼ばせた であ 。継母女君が貴公子を通わせていると知った時も、従者風情に通じたとねじまげて の不行跡 夫に讒言しているし、男君の仕返しに遭うと夫に泣いて訴え、夫が邸を女君に譲った時には私と娘はどうな のかと愁訴し










婿扱いをせよと父に命じられて、 「おとどのかく たまふに、 つみて」( 一六五
) 、面白駒が来ると嫌々ながら父の意向に従っている。中納言が財











                                          
 （落窪物語・四・二九〇）
 
























































































                     （うつほ物語・国譲下・二六二）
 



























                             （うつほ物語・蔵開上・四三八）
 










                                     （うつほ物語・国譲下・三九〇）
 
⑨は嵯峨・朱雀両院行幸の作文で探韻を賜 際、仲忠がすこ も臆さず堂々と感じよくふるまって院を感心させ る。吹上下巻の御遊 仲
「つつまし」の???
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忠と涼が緊張することなく堂々と能力を発揮している。これは落窪物語の女房たちとは逆で、仲忠は公の場で緊張したりせず、衆目を集めているとその理想性を語っている。うつほ物語では官人生活で人間関係を円滑に進めるための挨拶とし の言い訳表現や、公の儀式など 緊張せずふるまう姿を「つつむ」 「つつまし」で描出しており、楼上巻上下に「つつむ」「つつまし」が認められないのも、貴族 政治的生活からは少し乖離して描いているためだろう。う ほ物語で 政権に関わる蔵開巻や国譲巻で「つつ し」がめだち、日常性が深く入り込んでいるのである。
 


























二つの流れが見て取れる。和歌や歌物語、蜻蛉日記、和泉式部日記では「恋」に関して認められるが、落窪物語やうつほ物語 日常の社交で潤滑油となる挨拶 言い訳表現 多用され、枕草子紫式部日記では職場でのふるまいに多用されており、ぐっ 幅が広がって貴族社会の日常が現れてくる。落窪物語は家族の物語 うつほ物語は恋愛というより 恋情は政務に関わる人々の交 に通底しつつ政権の奪取へと進んでいく物語、枕草子や紫式部日記では女房の生と ての後宮生活が立ち現れてくる。源氏物語はこうした先行文学とは逆で、外側 行動 記述する「つむ」よりも、心情の揺れを描く「つつまし」の方が多く 会話や手紙よりも地の文に多用さ い 源氏 で先行文学がどのように生かされ、異化されていくのか、それについて 次稿で追究 きたい。
 
   注
 
八代集は『新編国歌大観』、その他は『新編日本古典文学全集』
を用いている。わたくしに表記を変えた所がある。括弧内に出典・巻・頁数などを示した。
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